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大
山
は
丹
沢
大
山
国
定
公
園
の
東
南
端

に
あ
り
前
面
が
ひ
ら
け
た
平
野
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
ひ
と
き
わ
高
く
独
立
し
た
形

を
し
て
い
ま
す
。
（
標
高
一
二
五
一
．
七
メ

ー
ト
ル
）

　

山
そ
れ
自
体
が
神
仏
習
合
の
霊
山
と
し

て
、
江
戸
時
代
か
ら
尊
崇
さ
れ
、
中
心
は

不
動
堂
と
石
尊
社
で
す
。
不
動
堂
は
大
山

寺
と
い
い
開
山
は
僧
良
弁
（
六
八
九―

七

七
三
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
六
年
に
は
、

神
仏
分
離
に
よ
り
阿
夫
利
神
社
と
大
山
寺

に
分
か
れ
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
巻
の
あ
ら
す
じ
は
、
金
の
鷲
に

さ
ら
わ
れ
た
子
供
が
、
や
が
て
成
長
し
て

奈
良
東
大
寺
の
別
当
良
弁
僧
正
に
な
り
、

子
供
を
さ
ら
わ
れ
た
老
夫
婦
（
相
模
国
の

国
府
）
と
再
会
し
ま
す
。
や
が
て
良
弁
は

相
模
国
へ
戻
り
大
山
に
登
っ
て
現
在
の
金

堂
の
前
あ
た
り
に
来
た
と
き
、
地
中
か
ら

光
明
が
さ
し
て
い
ま
し
た
。
人
々
が
こ
こ

を
掘
る
と
金
色
の
石
造
り
の
不
動
明
王
が

座
し
て
い
ま
し
た
。

　

人
々
は
こ
れ
を
拝
み
ま
し
た
が
目
が
く

ら
み
ひ
れ
伏
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
良
弁
が
祈
祷
す
る
と
人
々
は
正
気
に
戻

っ
た
と
い
う
「
物
語
」
と
し
て
き
わ
め
て

面
白
い
展
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
当
館
寄
託　

手
中
道
子
氏
所
蔵
資
料
）

大山寺縁起絵巻の部分 作成年代不明
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大
山
寺
縁
起
絵
巻



大
山
・
宮
大
工
棟
梁

手
中
明
王
太
郎
文
書
の
世
界

景
直
と
景
元

一
、
は
じ
め
に

　

社
寺
の
建
築
を
専
門
的
に
行
な
っ
て
い

た
人
を
宮
大
工
と
い
い
ま
す
。
こ
の
た
び

紹
介
す
る
の
は
、
落
語
の
「
大
山
詣
」
で

も
有
名
な
、
江
戸
時
代
か
ら
の
庶
民
の
人

気
が
高
か
っ
た
大
山
信
仰
を
陰
で
支
え
た

棟
梁
の
話
で
す
。
手
中
明
王
太
郎
と
称
す

る
宮
大
工
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　

『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
は
、
こ
の

手
中
明
王
太
郎
家
は
工
匠
・
師
職(

御
師)

兼
帯
の
旧
家
と
し
て
登
場
し
て
い
ま
す
。

江
戸
中
期
以
降
の
大
山
寺
や
山
頂
の
石
尊

社
の
普
請
に
は
、
代
々
そ
の
中
心
と
な
っ

て
指
揮
を
し
、
活
躍
し
て
い
っ
た
家
柄
で

し
た
。
こ
こ
で
は
一
際
高
度
な
技
術
と
知

的
好
奇
心
に
満
ち
溢
れ
た
二
人
の
明
王
太

郎
を
と
り
あ
げ
て
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
た

手
中
明
王
太
郎
家
文
書
の
素
晴
ら
し
さ
の

一
端
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
明
王
太
郎
景
直
の
こ
と

　

宝
暦
～
天
明
期(

一
八
世
紀
中
頃
か
ら

後
半
に
か
け
て)

頃
に
活
躍
を
し
た
明
王

太
郎
景
直
は
、
江
戸
幕
府
に
出
仕
し
て
江

戸
城
や
京
都
御
所
の
造
営
に
関
わ
っ
た
こ

と
や
、
金
丸
彦
五
郎
影
直
の
変
名
を
つ
か

っ
て
、『
分
間
江
戸
大
絵
図
』(

明
和
八
年
刊)

を
江
戸
日
本
橋
の
須
原
屋
か
ら
出
版
し
た

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
和
八
年

(

一
七
七
一)

の
大
火
事
に
よ
っ
て
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
大
山
山
頂
の
石
尊
社
の
再
建

に
あ
た
っ
て
は
、
幕
府
の
援
助
を
期
待
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
景
直
を
中
心
に

幾
多
の
試
練
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
安
永
七
年(

一
七
七

八)

に
は
、
大
山
信
仰
の
要
で
あ
る
石
尊

社
を
見
事
な
姿(

写
真
１)

で
、
よ
み
が
え

ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
し
た
。

三
、
明
王
太
郎
景
元
の
こ
と

　

幕
末
維
新
期
の
名
棟
梁
・
景
元
は
、
景

直
の
３
代
後
の
明
王
太
郎
で
し
た
。
景
元

は
、
平
戸
村(

現
、
横
浜
市
戸
塚
区)

出
身

の
田
中
定
言
と
い
う
若
者
で
し
た
が
、
明

王
太
郎
敏
景
の
も
と
に
弟
子
入
り
を
し
、

め
き
め
き
と
そ
の
技
を
磨
い
て
行
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
定
吉
が
師
匠
で
あ
る
敏
景
の

娘
婿
に
な
っ
た
の
は
、
弘
化
二
年(

一
八
四

五)

の
こ
と
で
す
。
こ
の
後
し
ば
ら
く
し

て
、
彼
が
明
王
太
郎
の
名
跡
を
継
い
で
、

こ
こ
に
激
動
の
幕
末
か
ら
明
治
を
駆
け
抜

け
る
名
匠
・
手
中
明
王
太
郎
景
元
の
誕
生

を
迎
え
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
景
元
は
、
安
政
元
年(

一
八
五
四)

か
ら
明
治
三
六
年(

一
九
〇
三)

に
至
る
ま

て
の
四
九
年
間
に
、
百
冊
を
こ
え
る
『
手

控
』
の
類
を
残
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
こ
れ
を
総
称
し
て
『
明
王
太
郎
日
記
』

(

写
真
２)

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
史
料

か
ら
私
た
ち
は
、
宮
大
工
の
周
到
な
下
準

備
や
作
業
の
裏
話
を
は
じ
め
と
し
て
、
幕

末
維
新
期
の
大
山
や
相
模
国
の
世
相
を
読

み
取
る
う
え
で
、
恰
好
の
素
材
の
提
供
を

大 山 石 尊 社 (写真１)

明王太郎日記 (写真 2)
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て

な
か
み
ょ
う

お
う

た

ろ
う

も
ん

じ
ょ

せ
き
そ
ん

し
ゃ



受
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

四
、
幕
末
の
海
防
と
明
王
太
郎

　

幕
末
期
の
外
圧
と
い
う
、
時
代
の
流
れ

を
感
じ
な
が
ら
、
状
況
の
把
握
と
自
分
の

才
能
の
生
か
し
方
を
模
索
す
る
明
王
太

郎
景
元
の
姿
を
次
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
難
打
開
の
使
命
感
に
支
え
ら
れ
た
景
元

の
創
意
工
夫
に
は
、
本
当
に
驚
か
さ
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

嘉
永
六
年(

一
八
五
三)

六
月
三
日
、

ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航
は
、
明
王
太
郎
景
元

に
と
っ
て
も
、
大
き
な
開
心
事
と
な
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
時
期
、
多
く
の
村

の
知
識
人
た
ち
が
、
黒
船
来
航
に
興
味
を

持
ち
、
情
報
の
収
集
に
あ
た
っ
て
い
る
こ

と
は
、
地
方
文
書
の
中
か
ら
も
容
易
に
探

し
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
景

元
の
場
合
は
、
も
っ
と
積
極
的
な
動
き
を

み
せ
る
の
で
す
。

　

ペ
リ
ー
来
航
を
重
く
み
た
徳
川
幕
府
は
、

こ
れ
ま
で
の
大
船
建
造
禁
止
の
解
禁
に
踏

み
切
り
、
幕
府
自
身
急
拠
「
洋
式
軍
艦
・

鳳
凰
丸
」
の
建
造
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

こ
の
「
鳳
凰
丸
」
が
完
成
し
た
嘉
永
七
年

(

一
八
五
四)

五
月
に
は
、
明
王
太
郎
景
元

は
、
早
々
と
こ
の
船
の
内
部
略
図
を
写
し

取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ど
う
や
ら
、
こ
の

軍
艦
に
触
発
さ
れ
た
ら
し
く
、
同
年
の
一

二
月
に
は
、
海
上
移
動
式
の
大
型
要
塞
船

の
設
計
を
し
て
い
ま
す
。

　

「
新
案
城
製
筏
縮
図
」(

写
真
３)

に
描
か

れ
て
い
る
の
は
、
全
長
九
一
ｍ
、
幅
四
五

ｍ
ほ
ど
の
大
要
塞
船
で
す
。
４
本
マ
ス
ト

の
帆
と
人
力
回
転
式
の
外
輪
を
動
力
と
し
、

前
後
２
つ
の
舵
に
よ
っ
て
小
回
り
の
効
く

器
用
な
方
向
転
換
を
可
能
と
し
た
設
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。
櫓
や
見
張
台
・
防
壁
・

内
堀
ま
で
を
備
え
て
い
て
、
火
器
も
大
小

の
砲
あ
わ
せ
て
五
三
門
を
搭
載
、
重
要
な

と
こ
ろ
は
鉄
板
で
装
甲
さ
れ
た
と
い
い
ま

す
か
ら
、
ま
さ
に
「
浮
か
ぶ
城
」
と
い
っ

た
感
じ
で
す
。

　

戦
国
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
「
海

上
の
城
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
次
々
と
没

収
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
西
国
大
名
の
大
型

戦
闘
艦
「
大
安
宅
船
」
が
、
仮
に
幕
末
と

い
う
時
代
の
中
で
蘇
生
し
て
、
さ
ら
に
進

化
を
遂
げ
た
と
し
た
ら
、
こ
の
明
工
大
郎

景
元
の
発
想
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

五
、
お
わ
り
に
か
え
て

　

手
中
明
王
太
郎
文
書
は
、
現
史
料
の
保

護
の
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る

閲
覧
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
史
料
の

一
部
は
『
伊
勢
原
市
史　

続
大
山
編
』
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
文
書
の
所
蔵
者
で
歴
史
研
究
者
で
も

あ
る
手
中
正
氏
は
、
「
安
永
の
石
尊
宮
普

請
」（『
伊
勢
原
の
歴
史
』
一
〇
号
）
や
『
宮
大

工
の
伝
統
と
技　

神
輿
と
明
王
太
郎
』（
東

京
美
術(

一
九
九
六

年)

を
著
し
ま
し
た
。

現
在
は
景
元
の
『
明

王
太
郎
日
記
』
を
も

と
に
『
幕
末
維
新
期

の
大
山(

仮
題)

』
の

刊
行
準
備
を
す
す
め

ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
今
後

ま
す
ま
す
手
中
明
王

太
郎
家
文
書
が
、
注

目
を
集
め
て
い
く
こ

と
は
間
違
い
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
維
新
期

の
大
山
・
廃
仏
毀
釈

運
動
に
新
た
な
視
点

を
投
げ
掛
け
る
『
明

王
太
郎
日
記
』
の
公

刊(

活
字
化)

は
、
既

に
多
く
の
研
究
者
か

ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
分
文
書
館
と
し

ま
し
て
も
、
今
後
、

積
極
的
な
取
り
組
み
、

支
援
を
い
た
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新 案 城 製 筏 (写真３)
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閲覧室入室者数

展示室入室者数

文書等検索数

9年度8年度7年度6年度5年度
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古文書解読講座

会議室利用回数

9年度8年度7年度6年度5年度

公
文
書
館
は
、皆
様
に
支
え
ら
れ
て
開
館
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ご利用者
点
描

　

来
た
る
十
一
月
一
日
を
も
ち
ま

し
て
開
館
５
周
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
過
去
の
情
報
を

現
在
へ
、
過
去
・
現
在
の
情
報
を

未
来
へ
と
記
録
資
料
を
後
世
へ
皆

様
と
と
も
に
伝
え
、
心
豊
か
な
ふ

る
さ
と
の
創
造
に
向
け
、
そ
の
一

翼
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

レファレンスコーナーで古文書の解読や

資料相談ができます。

資料を共同でご利用いただけます。

収集した近世文書や近代資料を展示しています。

当館には散策路があり、東屋で読書することが

できます。

初級から上級まで古文書解読講座を実施しています。 閲覧室等の利用推移

会議室の利用推移
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収蔵資料数累計

公文書収集数

9年度8年度7年度6年度5年度 各種の目録を作成し、資料の検索等に

活用します。

年間約 1 万箱の県公文書から保存すべき

歴史資料を選別します。

火災・地震対策や温・湿度の管理がされた

書庫で資料が保存されています。
資料の保存・閲覧のためにマイクロフィルム撮影を

行っています。

虫損などで痛んだ資料を修復します。

　

収
蔵
資
料
、
約
５
２
万
４
千
点
、

閲
覧
室
の
利
用
、
約
４
万
９
千
人
、

展
示
観
覧
、
約
２
万
９
千
人
と
年

々
収
蔵
資
料
や
利
用
の
厚
み
を
増

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
公
文
書

館
と
し
て
お
役
に
立
て
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

資料の収集･保存
風
景

資料の修蔵推移
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１　

近
代
の
資
料

日
本
博
覧
図

　

明
治
二
十
一
年(

一
八
八
八)

か
ら
明

治
三
十
年(

一
八
九
七)

の
十
年
間
に
次
々

と
発
行
さ
れ
た
『
日
本
博
覧
図
』
は
、
商

店
・
会
社
・
工
場
や
農
家
の
大
邸
宅
も
描

か
れ
て
い
て
明
治
特
有
の
商
工
便
覧
と
い

う
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を

み
る
と
当
時
の
農
家
や
産
業
の
様
子
が
わ

か
る
た
め
歴
史
資
料
と
し
て
貴
重
で
す
。

　

『
日
本
博
覧
図
』
は
、
東
京
・
神
奈
川
を

皮
切
り
に
、
近
県
を
ふ
く
め
総
数
で
は
十

冊
を
こ
え
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

編
集
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
頃
は
石
原

徳
太
郎
が
著
者
兼
印
刷
兼
発
行
人
で
あ

り
、
日
本
博
覧
絵
出
版
所
、
精
工
組
、
精

行
舎
が
予
約
を
集
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
編
集
者
は
青
山
豊
太
郎
、
発
行
者
は

精
行
舎
で
最
後
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

発
行
に
際
し
て
は
、
予
約
募
集
を
行
い
、

注
文
を
得
た
人
を
掲
載
す
る
と
い
う
や
り

方
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
『
日
本
博
覧
図
』
第

十
編
は
、
こ
の
た
び
新
た
に
岸
家(

愛
甲

郡
上
荻
野
村)

よ
り
図
書
を
中
心
に
し
た

資
料
を
寄
託
さ
れ
た
も
の
で
、
第
十
編
は

こ
れ
ま
で
県
内
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
の
で
新
発
見
と
も
い
え
ま
す
。
す
で
に

当
館
に
は
岸
家
よ
り
古
文
書
を
中
心
に

一
，
五
四
九
点
ほ
ど
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

博
覧
図
の
目
録
に
よ
る
と
東
京
府
三
十

件
、
神
奈
川
県
八
十
件
、
埼
玉
県
二
十
件
、

栃
木
県
二
十
三
件
、
群
馬
県
二
十
三
件
、

静
岡
県
二
十
八
件
、
計
二
百
四
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
の
主
な
掲
載
図
に

つ
い
て
は
、
横
浜
本
町
の
三
井
銀
行
支
店
、

久
良
岐
郡
六
浦
の
医
師
田
中
耕
造
、
鎌
倉

郡
江
島
の
一
等
旅
館
恵
比
須
摟
、
横
須
賀

旭
町
の
呉
服
店
鈴
木
忠
平
兵
衛
、
浦
賀
町

大
津
の
海
水
浴
場
大
津
館
、
高
座
郡
海
老

名
村
の
山
田
嘉
穀
邸
宅
、
愛
甲
郡
荻
野
村

荻
野
神
社
及
小
学
校
、
同
郡
愛
川
村
半
原

の
甘
利
友
吉
製
糸
場
、
大
住
郡
須
馬
村
の

砂
糖
・
石
油
商
の
杉
山
泰
肋
、
同
郡
大
野

村
の
醤
油
・
味
噌
醸
造
の
山
口
英
太
郎
宅

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「日本博覧図」に描かれた岸家

収
蔵
資
料
紹
介

２　

近
世
・
近
代
の
資
料

溝
ロ
幸
子
氏
寄
贈
資
料

　

所
蔵
資
料
を
当
公
文
書
館
に
御
寄
贈
下

さ
れ
た
溝
口
幸
子
さ
ん
は
、
現
在
東
京
都

練
馬
区
内
に
お
住
ま
い
で
す
が
、
明
治
三

八
年
五
月
頃
ま
で
、
溝
口
家
は
相
模
湖
町

千
木
良
七
六
四
番
地
に
居
住
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
溝
口
家
は
、
室
町
時
代
に
助
義
が

尾
張
国
溝
口
に
住
ん
だ
こ
と
か
ら
苗
字
が

起
こ
り
、
子
孫
は
古
河
公
方
足
利
成
氏
・

政
氏
・
高
基
に
仕
え
た
武
士
で
し
た
。
そ

の
後
、
行
直
が
甲
州
に
至
っ
て
武
田
信
虎

に
仕
え
、
子
の
吉
直
も
武
田
信
玄
・
勝
頼

に
仕
え
ま
し
た
が
、
武
田
氏
滅
亡
後
は
相

州
津
久
井
縣
に
転
任
し
、
明
治
末
年
の
東

京
移
住
ま
で
旧
千
木
良
村
を
生
活
の
場
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
家
資
料
に
室
町
時
代
の
資
料
は
無
く
、

系
図
に
よ
っ
て
祖
先
の
活
躍
を
推
測
す
る

だ
け
で
す
が
、
江
戸
時
代
は
、
溝
口
家
中

興
の
祖
で
石
高
百
五
十
石
を
有
し
た
清
左

衛
門
満
信(

明
和
七
年
～
天
保
十
四
年)

の
代
、
寛
政
十
年
か
ら
古
文
書
が
あ
り
ま

す
。
明
治
期
に
入
る
と
清
左
衛
門
澄
信
が

前
任
の
榎
本
十
右
衛
門
か
ら
千
本
良
村
の

戸
長
を
引
き
継
ぎ
、
明
治
七
年
の
末
か
ら

同
十
年
に
か
け
て
里
長(

村
用
掛)

、
千

木
良
村
小
学
校
世
話
係
を
務
め
た
関
係
か

ら
公
務
上
の
記
録
「
公
用
留
」
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
漢
学
者
と
し
て
著
名
な
恒
信
は
、

桂
巌(

文
政
五
年
～
明
治
三
十
年)

と
号

し
、
生
前
は
多
く
の
漢
詩
を
作
り
世
に
残

し
ま
し
た
が
、
彼
の
著
作
の
一
端
「
墨
水

三
十
景
詩
」
「
桂
巌
詩
抄(

安
政
元
年
～

同
二
年)

」「
麗
和
集
」
等
こ
の
度
寄
贈
を

受
け
た
資
料
の
中
に
あ
り
ま
す
。(

桂
巌

に
つ
い
て
は
、
『
津
久
井
郡
勢
誌
』
人
物

篇
に
詳
し
い
。)

　

そ
の
他
、
溝
口
家
が
東
京
へ
出
て
か
ら

の
書
簡
、
中
国
上
海
か
ら
の
書
簡
、
家
政

関
係
書
、
書
、
拓
本
、
扁
額
等
々
七
五
三

点
、
昭
和
二
一
年
に
至
る
資
料
で
す
。

大塩平八郎檄文
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ＱＡ

公
文
書
館
の
し
ご
と

『
史
料
の
修
復
』

　
　

―
リ
ー
フ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ―

　

古
文
書
を
整
理
し
、
保
存
し
て
い
く
う

え
で
、
大
切
な
作
業
と
な
る
の
が
資
料
の

修
復
と
い
う
も
の
で
す
。

　

和
紙
は
酸
性
質
で
あ
る
西
洋
紙
と
ち
が

っ
て
、
そ
の
保
存
性
に
は
す
ぐ
れ
て
い
ま

す
が
、
保
存
環
境
を
整
え
て
お
か
な
い
と

良
好
な
状
態
を
い
つ
ま
で
も
維
持
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
高
温
多
湿
の
日

本
の
気
候
は
、
古
文
書
に
と
っ
て
要
注
意

で
、
湿
気
を
帯
び
た
紙
は
固
い
板
の
よ
う

に
な
っ
て
、
剥
が
す
こ
と
も
難
し
い
状
態

に
あ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
さ
ら
に

永
年
の
塵
・
ほ
こ
り
・
鼠
を
は
じ
め
と
し

た
小
動
物
や
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
排
泄
物
に

ま
み
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
虫
が
湧

い
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
墨
に
は
動
物
た

ん
ぱ
く
質
の
二
カ
ワ
が
混
ぜ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
食
べ
に
く
る
虫
に
よ
っ

て
、
皆
さ
ん
が
語
る
古
文
書
イ
メ
ー
ジ
の

上
位
、「
虫
喰
い
」
が
で
き
あ
が
る
の
で
す
。

　

当
公
文
書
館
で
は
、
こ
の
板
状
に
な
っ

た
史
料
を
剥
離
し
、「
虫
喰
い
」
や
「
破
損
」

の
修
復
を
適
宜
実
施
し
て
い
ま
す
。
慎
重

か
つ
繊
細
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
も
の
な

の
で
、
こ
の
作
業
に
ず
っ
と
携
わ
っ
て
き

た
二
名
の
職
員
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、「
虫
損
・
破
損
」
史
料
の
裏

面
に
和
紙
を
張
り
つ
け
る
従
来
の
「
裏
う

ち
」
と
い
う
方
法
の
ほ
か
に
、
「
リ
ー
フ

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ(

す
き
ば
め
機)

」
に

よ
る
修
復
作
業
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
リ
ー
フ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
は
、

紙
漉
き
の
原
理
を
応
用
し
た
も
の
で
す
。

①
修
復
の
対
象
と
な
る
史
料
と
同
質
和
紙

繊
維
の
水
溶
液
を
つ
く
り
、 

② 

「
リ
ー
フ

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
マ
シ
ン
」
に
セ
ッ
ト

し
た
破
損
史
料
の
上
に
流
し
込
み
ま
す
。

③
水
溶
液
に
浮
か
ん
だ
ゴ
ミ
等
を
取
り
除

い
た
の
ち
、 

④
紙
漉
き
の
要
領
で
虫
損
・

破
損
部
分
に
だ
け
、
水
に
溶
か
れ
た
水
溶

液
を
付
着
さ
せ
ま
す
。 

⑤
湿
気
を
除
き
、

繊
維
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
プ
レ
ス
機
に

か
け
、
こ
の
あ
と
一
昼
夜
の
自
然
乾
燥
を

へ
て
修
復
作
業
は
終
了
と
な
る
の
で
す
。

　

「
リ
ー
フ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
に
よ
る
史

料
修
復
の
特
徴
は
、
破
損
箇
所
だ
け
に
和

紙
繊
維
が
付
着
し
ま
す
か
ら
、「
裏
う
ち
」

の
よ
う
に
史
料
の
厚
み
が
増
し
た
り
、
裏

面
に
書
か
れ
た
文
字
が
読
め
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
修

復
に
糊
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
付
着

さ
せ
た
和
紙
繊
維
を
今
一
度
剥
離
し
て
、

原
状
復
帰
さ
せ
る
こ
と
も
難
し
い
こ
と
で

は
な
い
よ
う
で
す
。

　

「
リ
ー
フ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
日
本

で
は
ま
だ
あ
ま
り
行
な
わ
れ
て
い
な
い
修

復
方
法
な
の
で
、
全
国
の
関
係
機
関
か
ら

の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
当
館
で
は
こ

の
方
法
の
利
点
や
問
題
点
を
さ
ら
に
探
り

な
が
ら
、
今
後
の
よ
り
よ
い
修
復
技
術
の

確
立
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

あ
る
日
の

　

  

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
か
ら

　
　
　
　

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
が
快
進
撃

　
　
　

を
続
け
て
い
て
、
今
年
こ
そ
は
優

勝
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
ま
す
。

そ
こ
で
三
十
何
年
か
前
の
優
勝
の
頃
の
状

況
を
知
り
た
い
の
で
す
が
。

　
　
　
　

当
館
に
は
神
奈
川
新
聞(

横
浜

　
　
　

貿
易
新
報)

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
が
あ
る
の
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
が
優
勝
し
た
年
は
昭

和
三
五
年
で
し
た
。
優
勝
決
定
の
日
の
試

合
は
何
と
負
け
試
合
で
し
た
。
二
位
の
巨

人
が
敗
れ
た
時
点
で
優
勝
が
決
定
し
た
の

で
す
。
そ
し
て
続
く
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

大
毎
オ
リ
オ
ン
ズ
と
対
戦
し
て
四
連
勝
で

日
本
一
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
ま
た
ま
優
勝
祝
賀
の
広
告
を
み
て
気

づ
い
た
の
は
、
夏
の
高
校
野
球
で
法
政
二

高
が
優
勝
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
当
時

 

「
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
」
な
ど
と

い
う
発
言
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年
の

神
奈
川
県
も
横
浜
高
校
の
春
夏
連
続
優
勝

と
似
た
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
期
待

が
持
て
そ
う
で
す
。

　

新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ピ
ー
も
出

来
ま
す(

有
料)

。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。
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開
館
５
周
年
記
念
展
示
の
ご
案
内

徳
川
慶
喜
と
同
時
代
人
の
墨
跡

～
幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
々
の

　
　
　
　

 

書
簡
か
ら
人
物
と
歴
史
を
読
み
取
る
～

利

用

案

内

◎
開
館
時
間

閲
覧
室…

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

会
議
室…

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

◎
休
館
日

月
曜
日

国
民
の
祝
日
（
月
曜
日
の
場
合
は
翌
日
も

　
　
　
　
　
　

休
館
）

年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月

　
　
　
　
　

四
日
ま
で
）

＊
四
月
一
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
は
、

　

館
内
整
理
の
た
め
、
閲
覧
室
の
ご
利
用

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
利
用
の
仕
方

閲
覧
室
の
資
料
は
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

資
料
の
館
外
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

資
料
の
複
写
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
複
写

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。
（
実
費
）

◎
会
議
室
の
利
用

会
議
室
は
一
般
の
方
が
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
有
料
）

◎
催
し
物

年
三
回
程
度
の
企
画
展
示

入
門
か
ら
上
級
ま
で
の
古
文
書
講
座
及
び

館
外
の
施
設
で
の
一
日
講
座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

公
文
書
館
で
は
昨
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

展
示
、
講
座
の
案
内
を
は
じ
め
、
各
種
広
報
等
の
情
報
を
随
時
提
供
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ア
ド
レ
ス
は 

　
　
　

http://w
w

w
.pref.kanagaw

a.jp/kensei/kobunsho 

で
す
。

　

徳
川
慶
喜
、
井
伊
直
弼
、
佐
久

間
象
山
、
岩
倉
具
視
、
大
久
保
利

通
、
西
郷
吉
之
助
、
坂
本
龍
馬
、

吉
田
松
陰
、
藤
田
東
湖
、
江
藤
新

平
な
ど
の
、
激
動
期
に
交
わ
さ
れ

た
書
簡　

点
を
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】

　
　

平
成　

年　

月　

日
（
火
）

　
　

～
平
成　

年　

月　

日
（
日
）

【
会
場
】

　
　

県
立
公
文
書
館
特
別
展
示
質

　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
場
無
料
）

徳
川
慶
喜　

茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り

―

第
５
号―

平
成　

年　

月　

日 

発
行

編
集
発
行

　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　
　
　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一
丁
目
六
番
一
号

　
　
　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　
　
　
　
　
　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四

四

五

六

　
　

印
刷
所

　
　
　

内
村
印
刷
株
式
会
社

　
　
　

横
浜
市
中
区
末
吉
町
一
丁
目
十
二
番
地

　
　
　

〒
二
三
〇―

〇
〇
五
五

　
　
　
　
　
　

〇
四
五
（
二
六
一
）
七

九

六

一
◆電車の場合　相鉄線｢二俣川駅｣（横浜駅から急行で11 分）下車。徒歩17分又は
　　　　　　　相鉄バス｢運転試験場循環｣行きで｢運転試験場｣下車徒歩 3分
◆車の場合　「保土ヶ谷バイパス」本村インターから 6分

交
通
の
案
内
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